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行政相談
役所のしごとのことで、困った
ことや苦情、そのほかご意見があ
りましたら、どしどしおよせくだ
さい。専門の行政相談委員かお受
けしています。
毎月第二木曜日・午後1時~4時
区役所本庁舎( 一階) 区民相談室

「秋の交通安全運動」
重
点
目
標
は

〝歩
行
者
・
裏
通
り
の
事
故
防
止
〟

9
月
2
2
日

か
ら
1
0
月
1

日
ま
で

全
国
い
っ
せ
い
に
、秋
の
交
通
安
全
運
助
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。期
間
は
、九
月

二
十
二
日
(
金
)
か
ら
十
月
一
日
(
日
)
ま
で
の
十
日
間
。こ
の
期
間
中
、区
で
は
、警
察

署
・
関
係
行
政
機
関
・
交
通
安
全
協
会
・
町
会
自
冶
会
・
そ
の
ほ
か
各
種
団
体
と
協
力
し

て
、
町
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を
展
闘
し
ま
す
。
今
回
の
運
動
は
、
歩
行
者
と
く
に
「
子

ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止
」
と
「
裏
通
り
に
お
け
る
事
故
防
止
」
の
二
点
を
重
点
目
標
と
し

て
爽
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家

郷

学
校
、
職

場
、
な
ど
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
改
め

て
話
し
合
い
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
、
ま
た
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
の
方
へ

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
違
ま
わ

り
で
も
俾
号
機
、
横
断
歩
道
橋
な
ど

を
利
用
し
ま
し
ま
つ
。

▽
な
な
め
横
断
、車
の
直
前
・
直
後
の
　

横
断
、横
断
禁
止
場
所
で
の
横
断
な
　

ど
、危
険
な
横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
保
護
者
の
方
へ

▽
区
で
は
、
毎
年
非
常
に
多
く
の
子
ど

も
の
事
故
か
発
生
し
て
い
ま
す

。
昨

年
は
六
百
九
十
一
人
で
、
二
十
一
長

中
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
小
学
涛

入
学
前
の
幼
児
が
三
百
(
十
一
人
と

過
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
家
庭
で
は
…
…

▽
戸
外
に
お
け
る
幼
児
の
行
動
に
は
十

分
注
意
し
、
遊
ん
で
は
い
け
な
い
漏

所
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
な
ど

を
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
幼
児
を
つ
れ
て
出
歩
く
と
き
は
、釛
　

児
の
理
解
力
に
応
じ
、信
号
の
叺
　

方
、
安
全
歩
行
、
横
断
な
ど
に
必
悪

な
知
識
を
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
教
j

て
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
で
の
遊
戯
、ロ
エ
フ
ー
ス
ケ
ー
　

ト
遊
ぴ
、
自
転
車
遊
び
な
ど
、
危
除

な
遊
ぴ
を
し
て
い
る
幼
児
を
み
か
け

た
ら
、
ひ
と
こ
と
注
意
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

▽
子
ど
も
は
、
お
と
な
の
マ
ネ
を
し
が

ち
で
す
。
ま
ず
お
と
な
が
正
し
い
涌

行
を
し
、
良
い
手
本
を
行
動
で
示
」

一

ま
し
ょ
う
。

■
車
を
運
転
す
る
方
へ

▽
歩
行
者
保
護
を
第
一
に
考
え
、
歩
行

者
が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
時
や

度
ろ
う
と
し
て
い
る
時
は
、
横
断
歩

道
の
手
前
で
必
ず
一
時
停
止
し
ま
し

ょ
う
。

▽
裏
通
り
な
ど
歩
道
と
車
道
の
区
別
の

な
い
道
路
で
は
、

ぷ

ひ
だ
し
*
*
　

ぶ

合
い
が
し
ら
"
の
事
故
に
注
意

し
、
制
限
速
度
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ

う
。

▽
せ
ま
い
道
路
で
の
駐
車
は
、

と

ぴ

だ
し
"
な
ど
の
事
故
原
因
と
な
り
ま

す
。
違
法
、
不
当
な
駐
車
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

■
二
輪
車
に
の
る
と
き

▽
必
ず
ヘ
ル
タ
ヴ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ

う
。

ス
ピ
ー
ド
の
山
し
す
き
、
ジ
グ
ザ
グ

運
転
、
割
り
込
み
運
転
は
非
常
に
危

険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ざ
つ
。

■
自
転
車
に
の
る
と
き

▽
自
分
の
か
ら
だ
に
あ
っ
た
自
転
車
に

乗
り
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
か
歩
道
内
を
通
行
し
て
良
い
　

道
路
で
は
、
な
る
べ
く
歩
道
内
を
通

行
し
、
そ
の
際
に
は
、
歩
行
者
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
右
・
左
折
の
際
は
、必
ず
(
ツ
キ
リ
　

合
図
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
昭
和
四
十
七
年
交
通
安
全

ス
ロ
ー
ガ
ン

▽
「
と
っ
さ
の
と
き
に

さ
け
ら
れ
ま
す
か

そ
の
運
転
で
」

▽
「
ゆ
っ
く
り
待
っ
て

さ
っ
さ
と
纜
る
」

手をつないで横断歩道を渡ろう!

写真で見る
足立区40年のあゆみ

昭
和
七
年
に
足
立
区
か
誕

生
し
、
こ
と
し
で
ち
ょ
う
ど

四
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
、
た
だ
い
ま

「
写
真
で
見
る
足
立
区
四
十

年
の
あ
ゆ
み
」
を
作
製
中
で

す
。
こ
の
写
真
集
は
、
昭
和

七
年
か
ら
現
在
ま
で
の
足
立

区
の
移
り
変
わ
り
が
ひ
と
め

で
わ
か
り
ま
す
。

A
四
版

上
製
本
凾
入
り

匸
一
(
ペ
ー
ジ
写
真
約
四

〇
〇
枚

十
月
末
に
頒
布
予
定

価
格
千
円

◇
予
約
募
集
◇

ご
希
望
の
方
は
、往
復
(

ガ
キ
で
、〒
匸
一
〇
足
立
区

千
住
一
丁
目
五
〇
足
立
区

役
所
広
報
課
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

成
果
あ
が
っ
た
防
災
訓
練

ふ
だ
ん
か
ら
災
害
の
備
え
を

「
午
前
九
時
十
分
、
関
東
地
方
を
中

心
に
強
い
地
震
が
あ
り
、
区
内
全
域
に

わ
た
り
、
相
当
数
の
家
屋
の
倒
壊
が
生

じ
て
い
る
」
と
い
う
想
定
で
、
去
る
五

日
に
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
二
か
所

で
大
規
椣
な
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
区
を
は
じ
め
警

察

署
、
消
防
暑
な
ど
五
つ
の
関
係
機
関

と
、
消
防
団
や
区
内
三
十
町
会
の
方
か

た
な
ど
、
総
勢
約
千
五
百
人
が
参
加
。

消
防
団
の
搬
送
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
火
活

助
、
特
別
救
助
隊
に
よ
る
孤
立
し
た
地

区
へ
。の
物
賢
の
投
下
活
動
、
飲
料
水
供

給
の
給
水
活
動
、
高
層
団
地
の
負
偽
者

の
救
出
救
護
な
ど
が
実
際
さ
な
が
ら
に

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
目
的
は
、
大
地
震
に
と
も
な

い
発
生
す
る
火
災
を
防
止
し
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
訓
練
を
修
得
す
る
と
と

も
に
、
区
民
の
防
災
お
よ
び
連
帯
意
識

を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
る
と
、
住
民

は
各
地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
あ
る
竰

遭
難
場
所
に
避
離
し
、
こ
こ
か
ら
さ
ら

に
警
察
官
の
誘
導
に
し
た
が
っ
て
馴
鑪

会
場
の
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
と
い
う

本
格
的
な
も
の
で
す
。

避
難
場
所
で
は
、消
防
暑
員
の
指
導

に
よ
る
初
期
消
火
の
た
め
の
消
火
操
作

の
講
習
、椣
擬
火
災
の
消
火
馴
練
な
ど

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
】方
、日
ノ
出

団
地
七
階
か
ら
負
傷
し
た
住
民
を
救
い

出
す
千
住
消
防
署
の
(
シ
ゴ
車
に
よ
る

救
出
馴
練
や
、
酉
新
井
消
防
署
特
別
救

助
隊
に
よ
る
救
護
物
賢
の
降
下
輸
送
馴

練
な
ど
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
災
害
に
備

え
、万
全
の
準
備
を
鰹
え
て
く
だ
さ
い
。

千住新橋グランドでの消火訓練

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

―
結
核
予
防
は
主
婦
の
手
で
―

区
と
足
立
・
千
僅
保
健
所
で
は
、結

核
を
匍
も
に
無
料
健
康
診
断
を
次
の
よ

う
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
健
康

診
断
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

□
検
査
内
容
…
①
レ
ン
ト
ゲ
ン
胸
部
撮
　

彫
　
②
血
圧
測
定
　
③
尿
検
査

な
お
、②
と
③
は
先
薯
百
名
で
三
十
　

歳
以
上
の
方
の
み
で
す
。

□
日
時
と
会
場
　
(
九
月
後
半
か
ら
十
月
　

前
半
ま
で
の
日
程
)

<
足
立
保
健
所
管
内
>

▽
九
月
二
十
一
日
采
)
亀
田
小
(

先
着
五
十
名
の
十
(
歳
以
上
の
方
は
公

書
検
診
も
で
き
ま
す
)
▽
二
十
七
日
　
(

水
)
梅
鳥
小
▽
二
十
八
日
采
)

足
立
保
健
所
▽
二
十
九
日
(
金
)
花

畑
第
三
都
住
集
会
所
▽
十
月
二
日
(

月
)
舎
人
小
▽
三
日
(
さ
竹
の
塚

保
健
相
談
所
▽
四
日
(
水
)
溯
江
第

二
小
▽
五
日
(
木
)
弘
道
第
一
小

▽
六
日
(
金
)
伊
具
小

<
千
住
保
健
所
管
内
>

▽
九
月
二
十
一
日
(
木
)
千
四
小

▽
二
十
五
日
(
月
)
鹿
浜
小
▽
二
十

六
日
(
火
)
江
北
小
▽
二
十
七
日
(

水
)
東
和
保
健
相
談
所
▽
二
十
八
日
　
(

木
)
千
生
保
健
所
▽
二
十
九
日
(

金
)
綾
瀬
小
▽
十
月
二
日
(
月
)
東

綬
瀬
団
地
▽
三
日
(
火
)
千
三
小

▽
六
日
(
金
)
足
立
市
場

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で
(
た
だ
し
、足
立
市

場
は
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
)
で

す
。な

お
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
着
衣
の
ま
ま

簡
単
に
と
れ
ま
す
が
、
ネ
″
ク
レ
ス
や

金
具
ボ
タ
ン
の
な
い
も
の
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。
血
圧

測
定
を

受
け
る

方

咳

上
履
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
の
結
果
は
、
異
状
の
あ
っ

た
方
だ
け
に
通
知
し
ま
す
。

間
い
合
わ
せ
は
、
次
の
各
業
務
係
へ

▽
足
立
保
健
所

八
四
〇
-
五
一
四
一

▽
千
住
保
健
所
八
八
(
-
四
二
七
七

都
電
・
都
バ
ス
の

無
料
乗
車
券

都
で
は
、身
体
陣
害
者
の
方
な
ど
に

「無
料
パ
ユ
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
、九
月
三
十
日
で
期
限
の

切
れ
る
方
は
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
無
料
パ
ス
を
受
け
ら
れ
る
方

▽
身
体
障
害
者
(
一
級
?
四
級
)
身
体
隲

害
者
手
帳
持
参
▽
精
神
薄
弱
者
(
一

度
ヱ
二
度
、膺
十
(
歳
以
上
)
震
の
手

帳
持
参
▽
戦
傷
病
者
(
特
別
?
第
四

項
傷
)
戦
傷
病
者
手
帳
持
参
▽
原
爆

被
燔
者
(
厚
生
大
臣
の
原
爆
症
認
定
多

受
け
た
方
)
特
別
被
爆
者
健
康
手
帳
栫

参
▽
生
活
保
護
世
帯
(
一
世
帯
一
名
)
　

以
上
申
込
み
は
、各
補
祉
事
務
所

▽
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
(
一
世
柵

一
名
)
国
民
年
金
証
一
持
参
申
込
み

は
、区
役
所
二
階
国
民
年
金
課
▽
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
(
一
世
帯
一
名
)

児
童
扶
饗
手
当
証
I

持
参

申
込
み

は
、
区
役
所
二
階
児
重
手
当
係

■
受
付
け
　
九
月
二
十
五
日
か
ら

■
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

前
1
手
帳
・
証
書
類
泌

①
最
近
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

身
の
写
真
(
タ
テ
四
り
×
ヨ
コ
三
り
)

②
印
か
ん
　
③
切
替
え
の
方
は
今
ま
で

使
用
し
て
い
た
「
無
料
パ
ス
」

図書館・区民福祉センターだより
□

東

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
一

一
七
　

六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
子
ど
も
映
画
会
と
オ
ル
ガ
ン
発
表
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
午

前
十
時
三
十
分
と
午
後
一
時
三
十
分
の
二
回

■
結
婚
講
座
　
九
月
三
十
日
(
土
)
午
後
二
時
講
師
・
・
・
青
山
病
院

産
婦
人
科
医
長
鈴
木
重
夫
氏
家
事
評
論
家
笠
置
(
千
代
氏

■
書
書
し
教
室
の
第
三
期
生
募
集
毎
週
火
曜
日
午
前
十
時
~
十
一
時

三
十
分
教
材
費
・
・
・
月
額
五
百
円

■
お
は
な
し
と
ゲ
ー
ム
　
十
月
(
日
(
日
)
午
後
】時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　

八
八
九
一

一
四
八
四

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
・
・
・
空
が
こ
ん
な
に
青
い

と
は
ほ
か
十
月
一
日
(
日
)
・
・
・
は
だ
か
の
王
様
ほ
か
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
・
午
後
三
時
の
二
回

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
九
月
二
十
日
(
水
)
・
二
十
二
日
(
金
)
・

二
十
七
日
(
水
)
・
二
十
九
日
(
金
)
・
十
月
四
日
(
水
)
時
間

は
、
い
ず
れ
も
午
後
三
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

高
浜
二
丁
目
二
四
I
こ
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
・
・
・
産
射
を
こ
わ
が
る
ヵ

バ
サ
ン
ほ
か
十
月
一
日
(
日
)
・
・
・
あ
ぶ
な
い
道
ほ
か
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時

■
オ
ブ
ジ
ェ
テ
ー
プ
　
《
ぶ
と
う
》
十
月
四
日
(
水
)
午
後
二
時

■
ス
ラ
イ
ド
　
十
月
一
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
す
ず
め
の
お
や
ど
ほ
か

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

干
住
元
町
二
四
-
一
　

八
八
-
T

二
七
六
五

■
踊
り
教
室
　
九
月
二
十
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
民
謡
教
室
　
九
月
二
十
八
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

各
教
窒
と
も
、
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方

費
用
無
料

■
子
ど
も
映
画
会
九
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
こ

ね
こ
の
ら
く
が
き
ほ
か

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
九
月
二
十
三
日
(
土
)
・
三
十
日
(
土
)

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
三
時
か
ら

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
>

□
中
央
図
書
館
梅
田
七
丁
目
一
三
-
一

曾
八
四
〇
-
四
六
四
六

▽
映
画
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
】時
・
・
・
金
の
が
ち
ょ
う
　
(

後
編
)

▽
レ
ー
コ
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
正
午
・
・
・
ロ
ッ
ク

『
ヤ
ー
ド
バ
ー
ズ
ー
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
』
か
ら

□
千
住
図
書
館

千
住
竜
田
町
七
-
二

八
八
一
-
一
九
九
四

▽
映
画
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
・
十
月
一
日
(
日
)
午
前
九
時

三
十
分

□
宮
城
図
書
館

官
城
一
丁
目
二
七
-
(

九
一
三
1
0

四
六
〇

▽
映
画
会
　
九
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
・
・
・
と
じ
か
の
ぼ
う
け

ん
ほ
醉

□
新
田
図
書
館
新
田
三
丁
目
一
四
一
一

九
一
二
-
一
七
六
七

▽
映
画
会
　
十
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

■ 区役所の電話882- 1111第二庁舎886- 3165足立福祉事務所888- 3141中部福祉事務所889- 1481東部福祉事務所605- 7101西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
秋
の
家
庭
園
芸

生
盾
に
う
る
勿
い
を
、町
に
色
ど

り
を
と
、足
立
区
は
「花
い
っ
ぱ
い

還
動
」
の
さ
か
ん
な
と
こ
ろ
。
二
五

九
号
の
本
柵
「
譽
の
家
庭
閭
芸
」
が

ご
好
評
だ
っ
た
の
で
、
こ

ん
と
は

『
秋
の
家
庭
園
芸
』
を
公
菌
課
最
に

き
い
て
み
ま
し
た
。

◎
夏
が
遥
ぎ
て
も
、ま
だ
ま
だ
サ
ル

ピ
ヤ
、ト
レ
ニ
ヤ
、き
き
ょ
う
、
は
け

い
と
う
、
ダ
リ
ヤ
な
ど
、
秋
の
草
花

が
家
庭
を
に
き
わ
し
て
く
れ
る
も
の

の
、
菊
の
季
節
に
至
っ
て
花
ご
よ
み

に
連
ら
ね
ら
れ
る
花
名
も
少
な
く
な

っ
て
寂
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。

◎
さ
て
、秋
は
翌
春
に
咲
き
竸
う
菫

花
を
楽
し
む
た
め
の
大
事
な
準
備
の

季
節
で
す
。一
ヱ
ー
年
草
の
ア
リ
'

サ
ム
、
パ
ン
ジ
ー
、き
ん
せ
ん
か
、

プ
リ
ム
ラ
(
西
洋
桜
草
)
、ス
ト
ッ

ク
な
ど
、
春
の
庭
を
彩
る
草
花
の
多

く
は
九
月
中
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
魯

を
ま
き
ま
す

。

◎
か
わ
い
い
花
パ
ン
ジ
ー
パ
ン
ジ

ー
は
、晩
秋
羃
が
降
る
頃
に
、あ
る
程

度
大
株
に
し
て
冬
の
寒
気
や
霜
柱
に

強
く
し
て
お
く
た
め
に
、
ほ
か
の
草

花
よ
り
旱
め
に
ま
い
た
方
が
よ
い
よ

う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
方
が
早
く
咲

き
は
じ
め
、早
春
に
は
、ほ
か
の
草
花

に
先
立
っ
て
花
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
普
通
鉢
か
箱
ま
き
と
し

ま
す
か
、
箱
は
=
T
四
十
り
程
の
大

き
さ
で
滯
さ
六
り
ぐ
ら
い
の
も
の
が

よ
く
、觜
葉
±
3
川
砂
1
ぐ
ら
い
の

割
合
で
調
整
し
た
用
土
を
二
分
目
以

下
の
ふ
る
い
に
か
け
て
使
い
、租
を

ま
い
て
一
分
目
以
下
の
ふ
る
い
に
か

け
た
細
か
い
土
で
覆
土
し
、水
ヤ
リ

は
箱
の
麌
か
ら
水
を
吸
わ
せ
る
と
一

一
よ
い
と
思
い
ま
す
。本
葉
が
二
?

三
枚
出
て
き
た
ら
移
植
(
=
了
四
り

間
隔
)
し
、十
月
上
、中
旬
に
苗
床

に
お
ろ
し
、
十
り
間
隔
ぐ
ら
い
に
植

え
雍
さ
を
迎
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◎
ク
ロ
ッ
カ
ス
、水
仙
、チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
な
ど
の
球
根
類

も
九
月
末
か
ら
十
月
中
に
は
植
付
け

を
終
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

◎
秋
は
、ま
た
、木
の
実
の
季
節
で

す
。い
い
き
り
、う
め
も
ど
き
、か

ら
た
ち
、む
ら
さ
き
し
ぶ
き
、も

ち
、ま
ゆ
み
、さ
ん
ご
じ
ゅ
、つ
け

な
ど
、色
づ
い
た
杲
実
は
、花
や
紅

葉
と
は
別
に
美
観
を
楽
し
め
る
も
の

で
す
。樹
木
の
租
子
を
ま
い
て
青
て

る
鳩
合
、租
子
は
乾
燥
さ
せ
ず
に
湿

っ
た
砂
な
ど
に
埋
め
、毒
を
待
っ
て

三
月
頃
に
種
ま
き
す
る
と
成
績
が
よ

い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、取
ま
き
と
い

っ
て
秋
す
ぐ
に
ま
く
鳩
合
も
あ
り
ま

す
。ほ
か
に
樹
木
の
移
植
刈
込
み
な

ど
は
、あ
ま
り
お
そ
く
な
ら
な
い
よ

う
(
寒
さ
の
来
る
前
)
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

パンジーの育て方

足
立
の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
2
)

―
掃
部
宿
そ
の
二
―

勝

山

準

四

郎

石
出
吉
胤
に
と
っ
て
掃
郎
堤
の
完
成
は
、
彼
の

足
立
に
土
着
し
て
か
ら
四
半
世
紀
に
わ
た
る
新
田

開
発
の
総
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
吉
胤
は
こ
の
時
七

十
六
歳
正
に
老
躯
に
鞭
つ
っ
て
こ
の
大
事
業
を
な

し
と
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
堤
の
お
か
け
で
掃
都

新
田
は
水
書
か
ら
ま
も
ら
れ
、
千
住
本
宿
の
人
た

ち
に
と
っ
て
も
、
そ
の
恥
面
が
二
貫
の
囲
い
に
な

う
た
の
で
大
安
心
と
S
こ
ぱ
れ
た
に
‘

違
い
な
い
。幕
府
も
ま
た
、そ
の
功

労
を
賞
し
て
感
謝
状
を
与
え
て
い

る
。石
出
家
(
千
住
伸
町
)
に
残
る
　

「
お
墨
付
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「其
方
儀
元
(
本
)
木
村
千
住
宿

の
開
発
並
ぴ
に
荒
川
橋
造
り
(
注
大

橋
架
橋
)
其
外
今
般
水
除
の
大
堤
築

立
俟
こ
と
、上
様
(
二
代
秀
忠
)
御

S
色
の
御
事
に
侠
。且
つ
昨
麕
択
贋
狗
の
み
き
り

御
成
先
に
て
千
住
一
円
押
碩
仰
付
け
ら
れ
候
こ

と
、家
の
面
目
た
る
ぺ
く
、猶
子
孫
受
領
も
っ
と

も
愀
旨
御
憲
俵
也
。元
和
三
年
巳
七
月
。松
前

隼
人
正
入
道
公
広
。大
久
保
相
模
守
忠
隣
。
」　

と
あ
り
、両
名
の
花
押
(
一
判
)
も
立
派
で
あ

る
。
文
一

に
よ
る
と
千
住
一
円
子
孫
ま
で
押
領
と

あ
る
が
、
こ
の
千
住
は
娉
部
断
田
を
さ
す
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
の
幕
府
の
施
軍
万
針

と
し
て
、
闘
爨
地
に
つ
い
て
は
、
開
拓
者
に
与
え

る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
兔
　

し
か
し
、
こ
の
石
出
家
押
領
の
掃
都
新
田
も
、

そ
の
後
い
つ
し
か
分
割
所
有
と
な
り
、
石
出
家
は

代
々
名
主
役
を
助
め
て
い
る
が
、
亭
保
十
九

年

(
一
七
三
四
)
の
宿
割
図
に
よ
る
と
{
掃
結
宿
名
主

新
在
衛
門
、屋
敷
}
段
九
畝
十
歩
-
五
百
(
十
坪
　
(

間
口
十
四
間
奥
行
四
十
閲
地
子
免
六
十
六
坪
)

野
畑
四
町
四
段
六
畝
一
一
万
三
千
三
百
八
十
坪
」

と
配
載
さ
れ
て
、
宿
内
で
の
豪
農
と
な
っ
て
い

る
。
吉
胤
は
こ
の
堤
に
柵
魂
を
つ
か
い
果
し
て

か
、
完
成
の
丁
度
一
年
目
元
和
四
年
六
月
二
十
二

日
七
十
七
纎
で
逝
去
し
て
い
る
。
羞
は
宿
の
入
口

源
長
寺
に
あ
り
、
法
号
は
現
成
院
殿
覚
誉
法
山
宗

円
大
居
士
。
大
正
五
年
二
月
郷
土
開
拓
の
功
労
者

と
し
て
特
に
従
五
位
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
枯
骨

天
聴
に
滯
す
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
古
胤
の
墓
の
あ
る
蔗
長
寺
(
千
住
伸
町
三

四
)
は
浄
土
宗
の
旧
刹
。寺
伝
に
よ
る
と
慶
長
十

五
年
(
二
(
I
○
)
は
や
り
吉
胤
の
草
創
で
、伊

奈
備
前
守
忠
次
の
開
基
、僧
円
誉
不
残
の
開
山
と

あ
る
。忠
次
の
法
号
勝
村
院
源
長
を
と
っ
て
寺
号

と
し
た
と
い
う
。開
山
の
年
を
考
え
る
と
、忠
次

の
歿
年
は
そ
の
年
六
月
十
三
日
な
の
で
古
胤
が
大

橋
以
来
ゆ
か
り
深
き
忠
次
の
薺
提
を
と
も
ら
う
意

も
こ
め
て
当
寺
を
草
創
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。余
岐
な
が
ら
伊
奈
家
の
陣
屋
の
あ
っ
た
現
川

口
市
赤
山
に
も
同
号
蓆
長
寺
が
あ
り
、塊
内
に
寛

文
十
三
年
(
一
六
七
三
)
六
月
伊
奈
忠
常
建
立
の
　

「伊
奈
家
紀
功
碑
」(
林
鵞
峰
撰
文
)
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
源
長
寺
の
位
一
で
あ
る
が
、千

住
宿
内
の
神
社
仏
閣
で
境
内
が
旧
道
に
近
接
し
、

参
道
が
直
接
街
道
に
通
じ
て
い
る
の
は
当
寺
だ
け

で
あ
る
。他
の
社
寺
は
今
歩
い
て
み
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、旧
遭
両
側
の
裏
通
り
(
古
図
に
よ
る
と

下
水
壽
)
を
へ
だ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は

そ
の
後
も
掃
都
宿
の
西
側
だ
け
は
町
並
の
整
備
が

行
な
わ
れ
ず
。元
の
ま
ま
の
形
で
今
に
及
ん
で
い

る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。(
こ
の
項
続
く
)

町
正

前
号
「
西
側
に
桜
並
木
が
あ
っ
た
の
で

桜
土
手
と
も
呼
ぱ
れ
」
は
両
側
の
誤
植
で
し
た
。

石出掃部介の墓

住
居
表
示
実
施
の

調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は
、図
の
と
お
り
新
た
に
粟
原

町
・
興
野
町
・
梅
田
町
・
本
木
町
二
丁

目
地
域
の
住
居
表
示
を
実
施
す
る
た
め

の
現
地
調
重
を
十
月

】日
か
ら
行
な
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
の
職
員
か
地
城
内
の

各
家
庭
を
肪
問
し
、
建
吻
の
現
配
を
調

査
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
地
区
の
住
居
表
示
実
施

は
、昭
和
四
十
(
年
五
月
一
日
の
予
定

で
す
。

住居表示調査区域図あ
な
た
は
国
保
に

は
い
っ
て
い
ま
す
か

国
民
健
康
保
険
は
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
と
し
よ
り
ま
で
、す
べ
て
の
方
が
加

入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

た
だ
し
、職
場
の
健
康
保
険
・
日
雇
健

康
保
険
・
各
種
国
民
健
康
保
険
組
合
・

船
員
保
険
・
各
種
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

退
職
な
ど
で
職
鳩
の
健
康
保
険
を
ぬ

け
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
区
役
所

国
民
健
康
保
険
諌
か
出
張
所
で
国
保
加

入
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

間
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
S
保
諌
へ

ど
う
ぞ
。

部
落
問
題
の
理
解
の
た
め
に
(
1
)

一
、
は
じ
め
に

都
落
問
題
、
部
落
差
別
な
ど
に
つ

い
て
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
「
区
の
お
知
ら

せ
」
の
発
行
の
た
ひ
に
、
短
い
文
章

の
中
で
解
脱
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
に
お
け
る
部

落
問
題
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
、
具
体
的
事
実
に
つ
い
て

も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
回
は
、そ
の
最
初
の
分
で
、こ

れ
以
後
毎
号
連
載
し
て
い
く
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
読
ん
で
、都

落
問
題
の
本
質
を
ご
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。未
開
放
都
落
の
歴
史
、特
に

足
立
区
内
に
お
け
る
歴
史
的
・
社
会

的
な
部
落
の
あ
り
方
、
ま
た
、
足
立

区
民
と
し
て
生
酒
し
て
い
る
都
落
出

身
者
の
実
態
な
ど
に
ま
と
を
し
ぼ
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
)

体
力
テ
ス
ト

区
教
育
委
貝
会
で
は
、
次
の
よ
う

に
区
民
体
力
テ
ス
ト
を
行
な
い

ま

す
。
連
助
不
足
の
た
め
、
年
齢
の
わ

り
に
体
力
が
な
い
と
い
う
方
も
い
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
体
カ
テ

ユ
ト
を
受
け
、
健
康
管
理
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
十
月
十
五
日
(
日
)
午

前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分
　
▽
会
場
　

大
谷
田
小
学
校
(
中
川
四
丁
目

四
一
-
二
七
)
　
▽
定
員
　
二
百
名
　

▽
参
加
費
無
料
　
▽
参
加
資
格
　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
2
0
～
6
0

歳
ま
で
の
方
　
▽
種
目
　
前
膊
・
閉

眼
片
足
立
ち
・
反
復
檎
と
び
・
垂
直

と
ぴ
・
ジ
グ
ザ
グ
ー
ド
リ
ブ
ル
・
仰

臥
上
体
お
こ
し
・
立
位
体
前
屈
・
踏

台
昇
降
・
握
力
・
乖
歩
(
男
一
五
〇

〇
㍍
・
女
一
〇
〇
〇
㍍
)
　
▽
申
込

み
受
付
け
　
九
月
二
十
日
か
ら
(
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
)
　
▽
申
込

み
先
足
立
区
教
育
委
員
会
(
〒
一

二
〇
足
立
区
千
住
仲
町
五
(
和
光

ピ
ル
内
)
へ
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
、
直
接
体

育
課
へ
(
な
お
、
当
日
は
運
動
向
き

の
服
装
で
、
連
動
靴
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
)

環
境
整
備
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

区
で
は
、
環
境
整
備
賢
金
の
受
付
け

を
常
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

交
通
騒
音
や
地
盤
沈
下
な
ど
発
生
蔟
が

不
特
定
な
公
害
に
よ
っ
て
生
ず
る
被
害

夸
防
ご
う
と
す
る
方
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
も
の
で

す
。ご

希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
貸
付
資
格

(
1
)
発
生
源
を
直
接
規
制
す
る
こ
と
が
困
　

難
な
公
害
に
よ
っ
て
現
に
被
害
を
う

け
て
い
る
こ
と

(
2
)
区
内
に
引
き
観
き
一
年
以
上
居
住
し
　

て
い
る
こ
と

(
3
)
自
己
賢
金
だ
け
で
は
、
被
害
を
防
ぐ
　

こ
と
が
因
皴
で
あ
り
、
か
つ
返
済
附

力
か
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

(
4
)
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と

(
5
)
特
別
区
民
税
を
尭
納
し
て
い
る
こ
と

二
、
貸
付
条
件

(
1
)
貸
付
金
額
　
一
件
に
つ
き
五
十
万
円
　

ま
で

(
2
)
貸
付
利
息
　
年
利
三
・
六
五
%
(
た
　

だ
し
、
す
て
置
期
間
は
無
利
子
)

(
3
)
貸
付
期
間
　
す
え
置
期
間
六
か
月
経
　

過
し
た
後
三
年
以
内

(
4
)
償
還
方
法
　
す
え
置
期
間
経
過
後
半
　

年
均
等
創
賦

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
と
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
公
害
課
へ
ど
う
ぞ
。

生
業
資
金
の

ご
利
用
を

▼
貸
け
付
の
対
象

一
般
金
融
機
開
か
ら
融
賢
を
受
け
る

こ
と
が
因
雛
で
、
貸
付
け
を
受
け
る
事

業
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
る
方
(
お
お

ひ
ね
、
住
民
税
が
均
等
割
程
度
以
下
の

方
)
で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
万
。

①

区

内

在
住

一
年

以
上

②

す

ぐ

に
事

業

を

始

め
ら

れ

る

こ

と

⑤

住

民

税

を

完

納

し
て

い

る

こ

と

④

確

実

な

連

帯

保

証

人

が
い

る

こ

と

▼

貸

け

付
の

条
件

□
貸
付
額
・
・
・
三
十
万
円
以
内
口
利

率
・
・
・
三
・
六
五
%
□
貸
付
期
間
・
・
五

年
以
内
コ
返
済
方
法
・
・
・
六
か
月
す
え

置

き

後

、
毎

月

割

賦

返

済

▼
貸
付
説
明
会

<
第
一
回
>
・
・
・
十
月
五
日
(
木
)
午
　

前

十

時

<
第
二
回
>
・
・
・
同
日
午
後
三
時

場

所

は

い

ず

れ

も
区

役
所

七
階

大

会

議

室
。
会

場
で

申
込

用

紙

を
配

布
し

ま

す

。

▼

申
込

み

受
付

期
間

十
月
五
日
(
木
)
?
十
四
日
(
土
)

▼

受
付

け

窓

口

区

役
所

援

護

係

街
路
燈
が

つ
か
な
い
と
き
は

だ
い
だ
い
色
の
水
銀
街
路
灯
が
、
故

呷
し
て
い
た
ら
、
区
で
修
理
し
ま
す
。

既
障
を
ご
連
絡
く
だ
さ
る
と
き
、
そ
の

爾
路
灯
の
番
号
(
四
～
五
ケ
タ
の
白
い

書
釁
札
区
の
マ
ー
ク
付
)
・
所
在
地
・

目
標
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、白
熱
灯
・
蛍
光
灯
は
、に
の

番
号
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、地
元
の
町

会
・
自
治
会
に
管
理
を
委
託
し
て
い
ま

す
。ま
た
、私
道
に
あ
る
防
犯
灯
も
地

元
で
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、故
障
の

と
き
は
、町
会
・
自
治
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。区
の
連
絡
先
は
、区
役
所
第

二
庁
舎
街
路
照
明
係
(
八
八
六
一
三

一
六
五
内
線
三
(
圭
二
九
)
へ
。

掲
示
板

■

奨

学

生

募

集

区
で
は
、昭
和
四
十
(
年
度
の
貸

付
け
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
(
1
)
昭
和
四
十
(
年
四
　

月
一
日
現
在
で
、足
立
区
に
ひ
き
　

続
き
三
年
以
上
住
ん
で
い
る
万
の
　

子
弟
で
あ
る
こ
と
(
2
)
都
内
に
所
　

在
す
る
大
学
ま
た
は
、高
等
学
校
　
　
(

高
等
専
門
学
校
を
含
む
)
に
在
　

学
し
て
い
る
こ
と
(
3
)
学
集
成
峡
　

か
優
秀
で
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
　

る
こ
と
(
4
)
家
庭
の
事
情
で
学
賢
　

金
の
支
弁
が
因
難
で
あ
る
こ
と
　
(
5
)

同
種
の
学
賢
金
を
ほ
か
か
ら
受

け
て
い
な
い
こ
と

▽
定
員
　
約
三
十
名
(
高
校
生
二
十
　

名
・
大
学
生
十
名
)

▽
貸
付
金
額
　
高
校
生
―
月
額
三
千
　

円
以
内
大
学
生
一
月
額
四
千
円
　

以
内
(
無
利
子
で
正
規
の
在
学
年
　

限
を
限
度
と
す
る
)

▽
返
済
方
法
　
卒
業
一
年
後
か
ら
十

年
以
内
に
割
賦
返
還

▽
提
出
書
類
　
(
1
)
足
立
区
育
英
資
金

貸
付
申
請
書
　
(
2
)
推
せ
ん
調
書
　
(
3
)

応
募
者
と
世
帯
を
一
つ
に
す
る
　

方
の
月
収
証
明
W
も
し
く
は
、瀝
　

泉
徽
収
票
ま
た
は
昭
和
四
十
七
年
　

度
の
課
税
征
明
一
(
4
)
自
宅
か
ら
　

区
教
青
委
員
会
ま
で
の
略
図

▽
申
込
み
期
間
　
九
月
二
十
日
I
ニ
　

十
日
(
土
曜
日
は
午
前
中
)

▽
申
込
み
先
　
足
立
区
教
育
委
員
会
　

学
務
課
振
興
係
(
〒
匸
一
〇
足
　

立
区
千
住
伸
町
五
(
和
光
ピ
ル
　

内
)

■

献

血

に

ご

協

力

を

あ
な
た
の
愛
の
献
血
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
時
閥
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

。

九
月
(
下
匂
)
の
移
励
採
血
同
一

▽
二
十
二
日
(
金
)
第
十
六
出
彊
所

▽
三
十
日
(
土
)
北
千
住
釈
西
口

《
な
お
、十
月
三
日
(
火
)
は
加
平

小
学
校
で
行
な
い
ま
す
》

■

お

す

み

で

す

か

特
別
区
民
税
(
第
二
期
分
)
の
納

期
隕
は
す
ぎ
ま
し
た
が
、九
月
中
は

ま
だ
、銀
行
・
價
用
金
庫
・
信
用
組

合
・
農
業
協
同
組
合
で
も
納
め
ら
れ

ま
す
(
納
税
通
知
書
を
必
ず
ご
持
参

一
く
だ
さ
い
。)

■
身
障
者

青
年
の
集
い

区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
。

未
婚
の
青
年
男
女
で
結
婚
を
希
皿
す

る
方
々
の
た
め
に
贇
年
の
集
い
を
次

の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
時
　
十
一
月
五
日
(
日
)
午
前
十
　

時
?
午
後
四
時

場
所
　
区
体
育
館

申
込
み
締
切
り
　
十
月
十
日
(
火
)
　

ま
で

所
定
の
申
込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
、次
の
と
こ
ろ
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

足
立
区
身
体
』
書
奮
福
祉
協
会
　
　

会
最
百
目
鬼
(
ど
う
め
き
)
　

喜
一
(
足
立
区
六
月
ニ
ー
ニ
三
-
　

一
一
　
(
(
三
一
三
七
五
四
)

■
大
東
京
祭
カ
ッ
パ

の
バ
ッ
ジ
販
売
中

ご
希
望
の
方
は
、
区
役
所
一
階
受

付
と
区
役
所
第
二
庁
舎
で
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
価

格
は
、
一
佃
3
0円
で
す
。

■

パ

ー

ト

タ

イ

ム

出

張

相

談
　

日
時
　
九
月
二
十
(
日
(
木
)
午

後
一
時
～
四
時

場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎

内
番

職
業
相
談
と
紹
介

く
わ
し
く
は
、足
立
公
共
職
業
安

定
所
(
八
八
二
ー
匸
一
(
七
)
へ

■

婦
人
パ

ー
ト
タ
イ
ム

講

習

会

期
間
　
九
月
二
十
一
日
(
木
)
～

二
十
二
日
(
金
)

場
所
　
東
京
相
互
銀
行
梅
鳥
支
店
(

東
武
槻
梅
島
駅
下
車
)

内
容
　
講
演
と
映
画
・
廠
業
紹
介

熾
風

五
十
名

申
込
み
方
法
直
接
電
話
で
、足

立
公
共
職
業
安
定
所
へ

(
(
ニ
ー
匸
一
(
七
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